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インフラストラクチャファームウェアの更新
以前に、ユーザはドメイングループ 1人あたりのインフラストラクチャファームウェアの更新を
スケジュールしました。Cisco UCS Centralの機能が変更されています。ここで、メンテナンスグ
ループとタグを使用して、特定のドメインもしくはドメイングループに割り当てられているドメ

インに対してインフラストラクチャファームウェアの更新をスケジュールします。

製品ファミリに基づいて、1つのドメイン、複数のドメイン、またはドメイングループに属する
ドメインでインフラストラクチャファームウェアの更新をトリガーできます。たとえば、Cisco
UCS Miniシステムすべてのインフラストラクチャファームウェアは更新できますが、ブレード
サーバは更新できません。別の例を挙げると、西海岸のすべてのメンテナンスグループは更新で

きますが、東海岸のものはできません。以下は、必要な初期手順の概要です。
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手順

ステップ 1 Cisco UCS Centralに UCSドメインを登録します。
詳細については、『Cisco UCS Central Getting Started Guide』を参照してください。

ステップ 2 登録時に、インフラストラクチャとカタログファームウェアポリシーに同意し、それをグローバ

ルポリシーにします。

詳細については、『Cisco UCS Central Getting Started Guide』を参照してください。

ステップ 3 イメージライブラリから適切なインフラストラクチャファームウェアイメージをダウンロード

します。

詳細については、「シスコからのインフラストラクチャファームウェアイメージのダウンロー

ド」を参照してください。

更新はイメージ全体をダウンロードするまで開始することはできませ

ん。

（注）

ステップ 4 メンテナンスグループタグの値を作成します。個々のドメインまたはドメイングループのすべ

てのドメインにタグを適用して、メンテナンスグループにこれらを含めます。

詳細については、「メンテナンスグループを作成してメンテナンスグループにタグなしドメイン

を含める」を参照してください。

ステップ 5 メンテナンスグループタグにインフラストラクチャファームウェアの更新をスケジュールしま

す。

詳細については、「インフラストラクチャファームウェア更新スケジュールの設定」を参照して

ください。

ステップ 6 ユーザ確認応答を有効にした場合、保留中のアクティビティセクションの更新を確認します。

詳細については、「インフラストラクチャファームウェア更新ポリシーの確認」を参照してくだ

さい。

グローバルへのファームウェアポリシーの設定
インフラストラクチャとカタログのファームウェアポリシーは、破壊的な障害をもたらすため、

デフォルトではローカルに設定されています。ドメインのインフラストラクチャファームウェア

更新をスケジュールする前に、これを編集してグローバルに設定します。ファームウェアポリ

シーがローカルに設定されると、実行時にドメインへの影響はありません。

登録時にポリシーをグローバル設定するか、または、登録後に Cisco UCS Central内から設定でき
ます。次のステップでは、登録後に設定する方法を説明します。
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手順

ステップ 1 [Browse Tables]アイコンをクリックして、[Domains]を選択します。
ステップ 2 ドメインを選択します。

ステップ 3 [domain]ページで、[Tools]アイコンをクリックし、[Edit Policy Resolution Control]を選択します。
ステップ 4 [Infrastructure and Catalog Firmware]スロットで、[Global]をクリックします。
ステップ 5 [Save]をクリックします。

メンテナンスグループ
メンテナンスグループには、選択したドメインのコレクションか、ファームウェアを同時に更新

するドメイングループに割り当てられているドメインすべてが含まれています。ファームウェア

は、すぐにアップグレードするか、スケジュールしてアップグレードできます。アップグレード

は、確認するようにユーザに要求することも、自動的に開始することもできます。

メンテナンスグループのタグまたは値によってドメインのコレクションをグループ化することが

できます。地理的なロケーション、ジョブ機能、ハードウェア、その他のビジネスーズに基づい

てドメインをグループ化できます。また、ドメイングループ内のドメインすべてにメンテナンス

タグを適用することもできます。

ドメインに対して、同時に割り当てられるメンテナンスグループタグは 1つのみです。重要

ファームウェア更新のカタログバージョン

ジョブがスケジュールされたドメインインフラストラクチャの更新ごとに 1つのカタログを選択
できます。各カタログのバージョンは 1つの製品ファミリにのみ適用されます。したがって、ベ
ストプラクティスは、カタログを更新する際に、同一の製品ファミリを持つドメインのみを含む

メンテナンスグループを作成することです。次に、メンテナンスグループに含まれる Cisco UCS
ドメインは、その製品ファミリに定義された機能カタログで更新されます。そのメンテナンスグ

ループに他の製品ファミリを含めると、カタログバージョンは更新されません。

メンテナンスグループを作成してメンテナンスグループにタグなし

ドメインを含める

Cisco UCS Centralに最初にアップグレードするときに、メンテナンスグループを作成し、ドメイ
ン、またはアクションバーからドメイングループに割り当てられているすべてのドメインにタグ

付けします。
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メンテナンスグループタグですでにタグ付けされていないドメインまたはドメイングループ

にのみタグ付けできます。

（注）

手順

ステップ 1 アクションテーブルで、「Create Maintenance Group Tag」と入力して、Enterキーを押します。
ステップ 2 メンテナンスグループタグの名前を入力します。

ステップ 3 ドメインにタグを適用する方法を選択します。

•ドメイングループごと
メンテナンスグループタグは、選択したドメイングループ内のすべてのドメインに適用さ

れます。これは、その後ドメイングループに追加された新しいドメインには適用されませ

ん。サブドメイングループを含めることを選択すると、メンテナンスグループタグはサブ

ドメイングループ内のすべてのドメインにも適用されます。

•手動で定義する
手動でメンテナンスグループに含めるドメインを選択します。ドメインは、ドメイングルー

プに属すことも、グループに属さないことも可能です。

ステップ 4 選択に応じた手順を実行します。

選択方法選択した項目

1 ドロップダウンリストからドメイングループを選択します。

2 サブドメイングループのすべてのドメインを含めるかどうかを選

択します。

3 [Create]をクリックします。

ドメイングループごと

1 [Add]をクリックして、メンテナンスグループに含めるドメイン
を追加します。

2 下方向へスクロールして、[Select]をクリックします。

3 [Create]をクリックします。

手動で定義する

メンテナンスグループタグの値の作成

複数のメンテナンスグループタグを作成するには、[Tag type]ページで作成します。
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手順

ステップ 1 [Browse Tables]アイコンをクリックして、[Tag Management]を選択します。
ステップ 2 [Tag Types]をクリックします。
ステップ 3 [Maintenance Group]をクリックして選択します。
ステップ 4 [Edit]をクリックします。
ステップ 5 [Maintenance Group]ダイアログボックスで、[Values]をクリックします。
ステップ 6 [Add]をクリックし、メンテナンスグループの名前を追加します。
ステップ 7 上記のステップを繰り返してメンテナンスグループに必要なすべて値を追加します。

ステップ 8 [Save]をクリックします。

メンテナンスグループに含めるドメインまたはドメイングループの

タグ付け

ドメインに適用できるメンテナンスグループタグは 1つだけです。現在Cisco UCS Centralでは、
ドメインへの複数のメンテナンスグループタグの適用はサポートしていません。

手順

ステップ 1 [Browse Tables]アイコンをクリックして、[Domains]を選択します。
ステップ 2 ドメインを選択するか、ドメイングループに基づいてドメインをフィルタ処理し、ドメイング

ループに割り当てられているすべてのドメインを選択します。

個々のドメインについて、そのドメインがドメイングループに含まれているか、含ま

れていないかは重要ではありません。これはドメインインフラストラクチャファーム

ウェアの更新には影響しません。

（注）

ステップ 3 [Tag]をクリックします。
ステップ 4 [Add Tag]ダイアログボックスの [Type]フィールドで、[Maintenance Group]を選択します。

ステップ 5 [Value]フィールドで、値を選択します。

ステップ 6 [Add]をクリックします。
ステップ 7 このメンテナンスグループに含めるすべてドメインでこれを繰り返します。

メンテナンスグループのリストにすべてのドメインを含めるには、見出しのドメインオプション

を選択して [Tag]をクリックします。

ステップ 8 メンテナンスグループに複数のドメイングループ含めるには、それらが親ドメイングループの

サブドメインである必要があります。ドメイングループおよびサブドメイングループに基づいて

フィルタ処理し、その検索結果からすべてのドメインにタグを付けます。
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インフラストラクチャファームウェア更新スケジュール

の設定
[Infrastructure Firmware update]ページでは、新しいジョブのスケジュール設定や、すでに作成され
たジョブの日付変更（将来の日付に変更）が行えます。

手順

ステップ 1 [System Tools]アイコンをクリックし、[Firmware Management]を選択します。
ステップ 2 [FirmwareManagement]ページで、[Tools]アイコンをクリックして、[Schedule Infrastructure Firmware

Update]を選択します。
ステップ 3 [Infrastructure Firmware Update]ダイアログボックスで、[Maintenance Group]ドロップダウンリス

トからタグを選択します。

ステップ 4 更新に使用する UCSファブリックインターコネクト製品ファミリおよび適切なファームウェア
のバージョンを [Infrastructure firmware version]ドロップダウンから選択します。
使用可能なすべてのシステムハードウェアをアップデートする必要はありません。また、ファー

ムウェアバージョンの異なる別のハードウェアタイプをアップデートできます。

ステップ 5 ファブリックインターコネクト製品ファミリのドロップダウンから互換性のある [Service Pack
Version]を選択します。
サービスパックは Cisco UCS Manager 3.1(3)以降でサポートされます。サービスパックを選択し
ない場合、ファームウェアのバージョンはリリースの基本の該当するバージョンにロールバック

されます。サポートされる/該当するサービスパックのバージョンの詳細については、サービス
パックについて, （14ページ）を参照してください。

サービスパック 3.1(3)以前でインストールされたCisco UCSドメインのダウングレード
はサポートされていません。

（注）

Cisco UCS Manager 3.1(2)以前のバージョンから Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)へのアップグ
レードの場合、サービスパックを使用したインフラストラクチャの更新はサポートされません。

この場合、Cisco UCS Managerはサービスパックを認識せず、アップグレードは基本バージョン
のみを考慮して続行されます。

ステップ 6 （任意） 製品ファミリの [Catalog version]ドロップダウンリストで、カタログバージョンを選択
します。

ステップ 7 （任意） 製品ファミリの [Force Deploy]オプションを選択します。[Enable]を選択すると、Cisco
UCSは、選択したバージョンをインストールする試行が以前に失敗または中断された場合でもイ
ンストールを試行します。アップグレードの検証が失敗すると、アップグレードは失敗します。

その場合、障害を解決し、[ForceDeploy]オプションを再度選択して、アップグレードを続行する
必要があります。

[Force Deploy]オプションと [Fabric Evacuation]オプションはデフォルトで無効になっています。
これらのオプションは、Cisco UCS Manager、リリース 3.1(3)以降でのみサポートされます。それ
以前のCiscoUCSManagerバージョンでは、[Enable]オプションを選択しても機能しません。[Tools]
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メニュードロップダウンから [Configuration Status]を選択するか、または [Domain Status]テーブ
ルをクリックして、ファブリックエバキュエーションのステータスを表示します。

ステップ 8 （任意） 製品ファミリの [Fabric Evacuation]オプションを選択して、AutoInstall中の IOモジュー
ルまたはファブリックインターコネクト上のトラフィックを開始または停止します。

ステップ 9 ファームウェア更新をすぐにトリガーするには、[TriggerFirmwareUpdate]フィールドの [Immediately]
をクリックします。

ステップ 10 ファームウェア更新をスケジュールするには、[Schedule Infrastructure Firmware update]フィールド
でアップデートの日時を選択します。

ステップ 11 [User acknowledgment required to install]フィールドで、アップデートにユーザの承認が必要かどう
かを選択します。

• [Enabled]：（デフォルト値）ドメインをアップデートするには手動でアップデート要求を承
認する必要があります。

ドメイングループがメンテナンスグループに含まれていても、確認はドメインご

とです。

（注）

• [Disabled]：ファームウェア更新はスケジュールどおりに動作します。

ステップ 12 [Schedule]をクリックします。
[FirmwareManagement]ページでファームウェア更新を監視できます。ジョブリストには、設定済
みのファームウェア更新スケジュールが表示されます。

デスクトップファームウェア管理ウィジェットには、設定済みのファームウェア更新スケジュー

ルがすべて表示されます。ファームウェア更新のステータスは、[Configuration Settings]ウィンド
ウで確認できます。

スケジュールされたインフラストラクチャファームウェ

アの更新ジョブの編集

手順

ステップ 1 [System Tools]アイコンをクリックし、[Firmware Management]を選択します。
ステップ 2 ジョブリストの特定のジョブを選択し、[Edit]をクリックします。
ステップ 3 適切な変更を行って、[Schedule]をクリックします。

すでにトリガーされた状態または最後にトリガーされた状態のジョブは編集できませ

ん。

（注）
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インフラストラクチャファームウェア更新ポリシーの確

認
開始前にユーザの承認を必要とするようにインフラストラクチャファームウェア更新ジョブを設

定すると、Cisco UCS Centralはこの承認が発生するまで起動しません。

手順

ステップ 1 [Domains Impacted]テーブルで、[Firmware Status]列が [Start Pending]に変わったら、[Alerts]アイ
コンをクリックして [Pending Activities]を選択します。

ステップ 2 [Acknowledge]をクリックしてメインのファームウェア更新を開始します。
ステップ 3 [Firmware Status]列が [Pending User Acknowledgment]に変わる場合は、Cisco UCS Centralがファブ

リックインターコネクトを再起動するためにユーザの承認が必要であることを示します。再起動

を承認するには、ステップ 1および 2を繰り返します。

ファームウェア管理
Cisco UCS Centralでは、登録されているすべての Cisco UCSドメインのすべてのファームウェア
コンポーネントを管理することができます。すべてのファームウェア更新のステータスが、[Domains]
セクションに表示されます。

• Maintenance group -メンテナンスグループ名。

• Scheduled for -スケジュールされたファームウェア更新、およびすでにトリガーされている場
合はステータスの詳細。

• UserAck -ユーザ承認のステータス。ファームウェアを更新する前に、[UserAck]が [Enabled]
の場合、[Alerts] > [Pending Activities]ページでユーザ承認が必要です。

[Maintenance Group]についてスケジュールされた [Infrastructure Firmware Management]の次の詳細
が右パネルに表示されます。選択した [Service Pack Version]が右パネルに表示されます。

• Product family -適切な FI製品ファミリ

• Firmware Version -選択したファームウェアのバージョン

• ServicePackVersion -製品ファミリの選択したサービスパックのバージョン互換性のないサー
ビスパックのバージョンを選択して、アップグレードのスケジュールを設定することはでき

ません。Cisco UCS Managerのリリース用にサポートされているサービスパックのバージョ
ンの詳細については、サービスパックについて, （14ページ）を参照してください。

• Catalog Version -製品ファミリのカタログバージョンの詳細。
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• Force Deploy -製品ファミリの [Force Deploy]オプション。[Enable]を選択すると、Cisco UCS
は、ファームウェア更新の選択したバージョンをインストールする試行が以前に失敗または

中断された場合でもインストールを試行します。

• Evacuation -製品ファミリの [Evacuation]オプションを選択して、AutoInstall中の IOモジュー
ルまたはファブリックインターコネクト上のトラフィックを開始または停止します。

• Impacted Domain -現在のバージョン、導入しているサービスパックのターゲットバージョ
ン、ファームウェアステータス、および影響を受けるドメインのドメインステータス。

CiscoUCSCentralからCiscoUCSドメインのファームウェアを管理するには、CiscoUCSManager
でグローバルファームウェア管理オプションを有効にする必要があります。グローバルファー

ムウェア管理オプションは、Cisco UCS Managerを Cisco UCS Centralに登録するときにイネー
ブルにできます。また、管理要件に基づいてグローバル管理オプションのオン/オフを切り替
えることもできます。

（注）

CiscoUCSドメインは、CiscoUCSCentralのドメイングループに管理目的で分類されます。ファー
ムウェアは、ドメイングループレベルで各ドメイングループごとに別個に管理することも、ド

メイングループのルートからドメイングループ全体に対して管理することもできます。CiscoUCS
Centralには、次の Cisco UCSドメインのファームウェアパッケージを管理するオプションがあり
ます。

•機能カタログ：ドメイングループごとに機能カタログを 1つ使用します。特定のドメイン
グループに登録されたすべてのCisco UCSドメインによって、ドメイングループで定義され
た機能カタログが使用されます。

•インフラストラクチャファームウェア：ドメイングループごとにインフラストラクチャ
ファームウェアポリシーを 1つ使用します。特定のドメイングループに登録されたすべて
のCisco UCSドメインによって、ドメイングループで定義された同じインフラストラクチャ
ファームウェアバージョンが使用されます。

インフラストラクチャファームウェアの更新の防止
インフラストラクチャファームウェアの更新を防ぐにはさまざまな方法があります。

•インフラストラクチャファームウェアの更新ジョブのキャンセル

•メンテナンスグループからのドメインの削除または除外

•メンテナンスタグの値の削除

メンテナンスグループからのドメインの削除または除外

複数のドメインに影響があるメンテナンスグループからドメインを削除する場合、アップグレー

ドを開始する前に、ドメインに割り当てられたメンテナンスタグを削除します。これによりポリ
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シーがドメインに影響することを回避します。インフラストラクチャファームウェア更新の開始

後、ドメインにタグが付けられていなければ、ドメインがアップデートされます。

手順

ステップ 1 [Browse Tables]アイコンをクリックして、[Domains]を選択します。
ステップ 2 ドメインを選択します。

IPアドレスの下に割り当てられたタグが表示されます。

ステップ 3 メンテナンスタグの名前ラベル内の [X]をクリックし、タグを解除してメンテナンスグループか
ら削除します。

警告が表示されます。

ステップ 4 [Delete]をクリックします。

ファームウェア更新ジョブのキャンセル

これはドメインに含まれるすべてのジョブを取り消します。

手順

ステップ 1 [System Tools]アイコンをクリックし、[Firmware Management]を選択します。
ステップ 2 ジョブリストからジョブを選択します。

ステップ 3 [Delete]をクリックします。

メンテナンスグループの値の削除

メンテナンスグループの値、またはタグを削除する前に、それらに関連付けられているジョ

ブがないことを確認します。

重要

•アップグレードの開始前にメンテナンスタグを削除すると、ユーザへの通知後にアップグ
レードプロセスが削除します。

•アップグレードの開始後にメンテナンスタグを削除すると、アップグレードは継続されま
す。

•メンテナンスタグを削除してその後にジョブのスケジュールがある場合は、メンテナンス
タグを再作成します。ジョブはドメインで実行されます。
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•メンテナンスのタグを削除しても、ジョブは削除されません。これは、どのようなジョブが
スケジュールされていたか、またどのドメインが影響を受けたかが分かるように、履歴の目

的で保存されます。

手順

ステップ 1 [Browse Tables]アイコンをクリックして、[Tag Management]を選択します。
ステップ 2 [Tag Types]をクリックします。
ステップ 3 [Maintenance Group]をクリックして選択します。
ステップ 4 [Edit]をクリックします。
ステップ 5 [Maintenance Group]ダイアログボックスで、[Values]をクリックします。
ステップ 6 タグを選択して [Delete]をクリックします。

インフラストラクチャファームウェアの更新とディザス

タリカバリ
Cisco UCS Centralでは、2種類のバックアップを実行します。

[Backup for Cisco UCS Domain]：Cisco UCSManagerドメイン全体のスナップショットを含む
バイナリファイルを作成します。スケジュールされたインフラストラクチャファームウェ

アのアップグレードジョブは UCSドメインに含まれていません。そのため、ドメインの復
元は、スケジュールされたインフラストラクチャファームウェアのアップグレードジョブ

には影響しません。

[Backup for Cisco UCS Central]：Cisco UCS Centralシステム全体のスナップショットを含むバ
イナリファイルを作成します。このバックアップにより生成されたファイルを使用して、

ディザスタリカバリ時にシステムを復元できます。このバックアップからの復元は、ジョ

ブスケジュールに影響する可能性があります。

Cisco UCS Centralのリリース 2.0へのアップグレードの影響があるため、アップグレードする
前に、すべてのドメイングループの更新を行うことをお勧めします。ユーザ確認応答が保留

中の更新ジョブがないことを確認します。すべてのジョブがアップグレード中に削除されるた

め、リリース 2.0で作成しなおす必要があります。

重要
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影響シナリオ

影響なし：更新は影響を受けません。バック

アップファイルにはメンテナンスタグと登録

済みドメイン情報が含まれます。それまでの

ジョブは含まれないので影響は受けません。そ

れまでの日付でスケジュールされたジョブは実

行されません。

過去にジョブをスケジュールした Cisco UCS
Centralバックアップを復元します。

影響なし：ジョブはスケジュールどおりに実行

されます。

将来にジョブをスケジュールした Cisco UCS
Centralバックアップを復元します。

影響あり：Cisco UCS Centralシステムの回復後
はジョブは実行されません。スケジュールをし

なおす必要があります。

Cisco UCS Centralシステムは、インフラストラ
クチャファームウェアの更新を実行している間

にクラッシュします。

影響なし：構成のバックアップには、ジョブ情

報は含まれませんが、メンテナンスのタグ情報

が含まれます。交換オプションを使用して構成

のバックアップから復元すると、復元されたシ

ステムにはジョブ情報が含まれていません。統

合オプションを使用して復元し、将来の日付で

ジョブをスケジュールしていた場合、バック

アップからのタグ付けされたドメインは将来の

ジョブに含まれます（この情報は影響を受けた

ドメインリストに表示されます）。

構成のバックアップを復元します。

多少の影響あり：現在スケジュールしているも

のはオーバーライドしませんが、ジョブの記述

を復元しないため、そのジョブを再作成する必

要があります。

現在のシステムと完全な状態のバックアップを

マージします。

影響あり：ドメインが再度表示されたときに更

新は再度開始されません。手動で開始する必要

があります（オンデマンドで）。

Cisco UCS Managerドメインは表示されなくな
り、更新の前または最中に登録解除されるよう

になります。

影響あり：ドメインがバックアップにタグ付け

されているため、バックアップの復元時タグ付

けされたままになっています。ジョブを将来に

スケジュールしていた場合は、ドメインが含ま

れています。これを防ぐには、再度ドメインの

タグを外します。

完全な状態のバックアップを作成します。ドメ

インのタグを外します。バックアップから復元

します。
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影響シナリオ

影響なし：進行中はジョブを編集できません。

ただし、ドメインからメンテナンスタグを削除

したり、最初の保留中の確認応答要求を確認す

る前に、ジョブを削除することができます。

ジョブの実行中、編集します。

影響なし：スケジュールされたジョブは通常ど

おり実行されます。

HAフェールオーバーが発生します。

影響あり：以前のバージョンはドメイングルー

プごとにファームウェアを更新しました。現在

のバージョンではメンテナンスグループごとに

更新します。ドメイングループまたはスケ

ジュールされたジョブの情報はアップグレード

中は保存も転送もされません。メンテナンスグ

ループを作成し、含めるドメインをタグ付けす

る必要があります。さらに、すべてのインフラ

ストラクチャファームウェアの更新ジョブを再

作成し、スケジュールしなおす必要がありま

す。

Cisco UCS Centralの以前のリリースからアップ
グレードします。

Lightweight のアップグレードについて
CiscoUCSCentral 2.0には、ファームウェアのアップグレードを強化し、サービスパックによって
セキュリティ更新を提供するLightweightのアップグレードが導入されています。サービスパック
は、固有のものであり、メンテナンスリリースに累積されます。CiscoUCSCentralは、CiscoUCS
Managerバージョン 3.1(3)以降のサービスパックによってファームウェアのアップグレードをサ
ポートしています。

• Lightweightのアップグレードでは、次の方法でファームウェアのアップグレードを強化して
います。

◦コンポーネントのファームウェアバージョンは、変更された場合にのみ更新されます。

◦セキュリティ更新はサービスパックを通じて提供されます。

◦サービスパック内では、更新は特定のコンポーネントにのみ適用される場合がありま
す。これらのコンポーネントは、エンドポイントの再起動なしでアップグレードされる

ことがあります。

◦インフラストラクチャおよびサーバコンポーネントの更新は、共通のサービスパック
バンドルを通じて提供されます。サーバコンポーネントについては、変更したファーム

ウェアイメージのみがサービスパックバンドルの一部となります。
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サービスパックについて
サービスパックは、Cisco UCS Managerインフラストラクチャとサーバコンポーネントにセキュ
リティ更新を適用するために使用できるパッチです。サービスパックは、基本リリースに固有の

ものです。サービスパックは、インフラストラクチャコンポーネントとサーバコンポーネント

用の単一バンドルとして提供されます。

サービスパックのバージョンには、次のガイドラインが適用されます。

•サービスパックは基本のバンドルにのみ適用できます。サービスパックは単独でインストー
ルできません。たとえば、サービスパック3.1(3)SP2は3.1(3)リリースにのみ適用できます。
3.1(4)またはそれ以降のリリースと互換性がありません。

•サービスパックではこれまでの修正内容が累積されています。同じメンテナンスリリース
であれば、どのパッチバージョンでも最新のサービスパックを適用できます。たとえば、

3.1(3)SP3には、3.1(3)SP2および 3.1(3)SP1に行われたすべての修正が含まれます。任意の
3.1(3)リリースに 3.1(3)SP3を適用できます。

•個別のメインテナンスリリースのサービスパックのバージョンの番号付けに関連はありま
せん。たとえば、サービスパック 3.1(3)SP2と 3.1(4)SP2は別個のもので関連はありません。

•個別のサービスパックを使用して、メンテナンスリリースごとに同じ修正を適用できます。
たとえば、3.1(3)SP2および 3.1(4)SP3で同じ修正を適用できます。

•メンテナンスリリースのサービスパックを、デフォルトのサービスパックのバージョンよ
り下のバージョンにダウングレードすることはできません。次に例を示します。

◦基本バンドルのバージョン：3.1(3b)

◦デフォルトのサービスパックのバージョン：3.1(3)SP2（デフォルト）

◦実行中のサービスパックのバージョン：3.1(3)SP3

◦サービスパックは、3.1(3)SP2より下にダウングレードできません

•サービスパックのアップグレードまたはダウングレードが失敗すると、そのメンテナンス
リリースのデフォルトのサービスパックのバージョンが実行中のサービスパックのバージョ

ンになります。

•サービスパックの選択を削除することにより、基本リリースに適用されたサービスパック
をロールバックできます。

次の表は、Cisco UCS Managerのリリースバージョンおよびサービスパックが適用されるさまざ
まな状況で導入された実行中のバージョンを示しています。

サービスパックのバージョンバンドルのバージョン更新のシナリオ

サービスパックは、指定した

バージョンに更新されます

バンドルのバージョンは変更さ

れません

同じメンテナンスリリースで

のサービスパックの更新
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サービスパックのバージョンバンドルのバージョン更新のシナリオ

サービスパックは、バンドル

に付属するデフォルトのバー

ジョンです

バンドルのバージョンは変更さ

れません

サービスパックの削除

現在のサービスパックが削除

され、基本バンドルのデフォル

トのバージョンに更新されます

基本バンドルは、指定したメン

テナンスリリースのバージョ

ンに変更されます

別のメンテナンスリリースへ

の基本バンドルの更新

サービスパックは、指定した

バージョンに更新されます

基本バンドルは、指定したメン

テナンスリリースのバージョ

ンに変更されます

別のメンテナンスリリース、

およびサービスパックに更新

されます

ファームウェアアップグレード用の互換性のあるサービスパックの選択の詳細については、「ホ

ストファームウェアパッケージポリシー」、「インフラストラクチャファームウェアの更新の

スケジューリング」および「シャーシファームウェアパッケージポリシー」を参照してくださ

い。
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